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(通巻61号)昭 和 47年 5月

当協会理事 として設立当初より永年に亘 り尽力され、業界の発展に貢献された服部正喬氏

が、このたび叙勲の米誉に浴されましたことは誠に喜こばしいことです。氏の人格と業績か

ら当然のことながら、改めて会員
一同に代 りお机を中し上げます。今後 とも壮健でご活躍さ

れんことを念願いたします。

理事 長 司

船国際書房 周R 音田 正: 喬

1昭和47年春の叙勲に除して、勲五等瑞宝章受章の米督に浴しましたことは、私にとって誠

に身に余る終世の光米であり感激であり、殊に理事長始め会員諸夕:‖から寄せられました御祝

詞の数々に対して全く感謝の辞に苦しむ次第で、強に誌上を借 りて深謝の意を表させて頂き

ます。

しかし、今回の受章は、私個人にとってよりも、洋書輸人業者に対 して叙勲褒賞の道が開

かれた意味に於いて、私は非常な喜びを感じています。今更 いかが かと思いますが、中国

文献の輸入の功績はいはずもがな、解体新書が出たのが安永 2年 (1774)ジ
ーボ7L/卜が長崎

に来たのが文政 6年 (1823)此等を段階として西洋の科学、西科学術書に対する国民の憧憬

需要が培養され洋書受人の体質が完成していたとはいへ、明治維新頃から西洋の書物の輸入

が開かれ、それから現在に至る百余年間に現在の日本文化を築き上げる程度に迄、精神的食

詞祝

忠

- 1 -― ― ―



物即洋書を、わが学術界に供給 して来た洋書輸入業者の努力、そしてわが国家公共に対する

莫大な貢献が、今迄叙勲の形では認められずに来たことは、誠に遺憾至極と平素から痛感じ

ていたのですから、今回の文章は、大が外の方に対 してであっても、私にとっては誠に大度

至肛と歓喜雀躍の次第であ ります。

顧みますと、国際書房は創業7た十年に余 り創業以来大学や教授専門研究者を主な顧客とし

て、学術書殊に尖端的或は貴重、こ要文献を以って奉仕 して来たのであ り、私自身洋書輸入

協会創立当初の理事 としては現存する唯
一人でありますけれども、叙勲の理|11が国家公共に

対する功労である事を考へますと、経営の規模は小さく、本仕に於いては、エクセプタメガ

イカの事業等を除いては、特殊の功績は少いと中さねばな りません、共の私如きが推挙され

ました事は理事会殊に理事長の深遠なご理解御配慮の結果と深い敬意 と謝意を感ぜざるを得

ません。

現在の業界は卓越した同業テ諸'P,が'千機な活動を展開して居 られます。そ う云う方々にとっ

ても今1司の文章は大きい刺戦であ り、今後は今回のより逢に進んだ叙勲が実現する事を信 じ

て疑いません。

勲一等瑞宝章受賞の司理事長には老来益々御健康御活躍と拝察していますが今後の
一層の

御摂養を業界のためにも特に御願い中上げます。

行先を忘れてのぼる不死の山

一足ごとに天地開けて

ある先輩のこの一句を理事長にi柱んでお贈 りしたいと思います。
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理 事 会 報 告

4月 10日 (月)

0 正 会員中込み標議。

1.資 料研究所

代表者 平  門  晴  義 氏

2.株 式会社 東 亜ブック エキスポート

代表者 作   三  郎 氏

3.株 式会社 ミ Pブ ック サービス

代表者 鈴  木  宮  夫 氏

…審議の結果、銀行調査において格別の支障なけれ

ば承認することとする。

O W:会 員申込j7A審議。

株式会社 ワ コー

代表者 福  田   弘 氏

…審議の結果承認。

口 Agent List委員会報告。

Directory 1972出来 にり。

広告は 1貞 S35で30頁が取れた。

頒布価格は 1部につき

会  員     500円

会 員 外   1,000円

外国定価 S3 5 0  と する。

尚、 PublishersVヽeeklyと Booksellersへ送 り、紹介

記事の依頼を行うこととする。

(渉外委員会より手配)

の 通 関委員会報告。

1 4月 17日に通関協議会総会が開催される。洋書輸入

協会は引き続き副会長を引き受けることとなろう。

2 」 BIA No.153ぉ 知らせを出した。

(n 文化厚生委員会より。

1.東 西合同懇親旅行を6月 16日 (今)、17日 (■)に計

画している。

2.ゴ ルフヨンペを企画中。

|[$ 3月分及び昭和46年度収支計算、予算対比表検討。

……緊縮i財政実施の結果、パランス回復。

0 昭 和47年度収支計算、予算対比表 (総務委員会案)検

討。

…健全財政を続行することとし、若子の訂正を行っ

て決定。

い 総 会準備。

選挙権及び被選挙権は、昭和47年3月31日現在の正会

真が持つこととする。尚、準会員、賛助会員及び4月 1

日以降入会の正会員にもすべて通知を出すこととする。

llb 文教委員会報告。

4月26日 (水)於 出版クラブ

0 総 会議事進行のための打ち合せ。

O ll会 員申込み審議。

穂高書店

代表者 青  柳   健 氏

十 審 議の結果承認。
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定時総会報告

4月26日 (水)一 於出版クラブ 14:00～ 17:00

←)総 会成立

出席28社、委任状19社、計 会 員69神1中の47社により

成立。 (最終的に出席38ィに)

司会を洋販渡辺1くにお願いする。

(〕 理事長代理技拶 (中||1氏)

ニクソン シ ョック、円の切上げ、新販売価格の発足

等と、昨年度は多事多難であった。今年
一杯は円の再切

上げはないと判断するが、業界の発展のために、今後と

も協カー致して努力したい。

今回の春の叙勲に、国際書ルすの服出t社長が該当するこ

ととなった。業界として大変革ばしいことである。服出t

l〔は、永年にわたる洋書輸入協会への御サミカの他、戦後

Excepta Medicaに日本の情報を送る仕事をなされてい

るが、此の点も評価されていると聞いている。協会とし

ても名誉なことで、御同麗の至りである。

0 新 入会員の紹介

正 会 員 :幸洋商事、光洋き、資料,F究所、オリエン

タル ブ ックセラーズ、束亜ブックエキス

ポート、 ミP ブ ックサービス。

i件会 虫i千代田洋き、テクニヨン ドキュメントサ

ービス、ビルボード パ ブリケーション、

コウケン ブ ックス、国際出版貿易、ワヨ

賃助会員 :ウエザーヒル、リットン エ デュケーショ

ナル イ ンターナショナル、アデイソンー

ウエスレー、ブックス フオー アジア、ロ

ィリー、フエッファー アンドサイモン、

ハーパー アンド ロー、 マ クミラン ジヤ

パン、ブリティッシュ ブックス。

四 理 事会報告 (福田氏)

1.円 切り_Lげに際してのき後処任。

2 陽 公規約の改正を行い、準:会員と賛助会員の制度を

設け、本目紹介の通り多くの新しい会員を迎えること

が出来た。

3 委 員会活動も活洗であったが、協会の多両性による

必要に迫られ、次の二つを新設した。

エイジエント リスト委員会

文数委員会

をつ 各 委員会報告

○総務 (栄田氏)③ 会報 (相良氏)③ 経営 (石内氏)

◎渉外PR(鈴 木氏)③ 雑誌資料 (村山氏)

③雑誌和け充 (鈴木氏)◎ 価格査定 (一條氏)

①洋書変換 (服部氏)③ 通関 (柴田氏)

③文化厚生 (渡辺氏)◎ エイジエントリスト (米卜H・

束原氏)〇 女教 (福田氏)

ウS 昭和464「度決算報告 (柴IH氏)

全 監 査報告 (竹内氏)

承認

(0 関西支部事業報告及び決算報告 (丹羽氏)

価格査定業務、厚生事業、通開業3~Z、神誌交換、雑誌

―――- 4 -― ――



ウや

共同カタログ等。

役員選挙

1.議 長より選挙管理委員指名。

山県、三品、鈴木 (メクレンブルグ)、

テ)、本田、上杉の各氏とする。

2.投 票結果

理事 :投票数 57票

一位 紀伊口屋 書店

二″ 九     善

三″ 日 本洋苦販売配給

四ク 極  束 書 店

五″ 束  光  堂

六 夕 国 際 書 房

七″ ユ ー・エス・エシアテイック

八″ 三 洋出版 箕易

九″ 日 本出版貿易

次点 U  Po S・

南  江   堂

監事 :投京数 55票

一位 竹  内  書  店

二″  1打   江    !lt

次点 内 タト 変 易

(|)

TH‐活動に積極的御参加を希単する。

lFl和に7年度予算案上程

提案理由:福田氏

内容説明:栗原氏

入 支 出 卿 士 ね
引
劇 繰越

|    |     |      |
s 44

4 5   4 , 2 4 0 1  4 , 6 1 3 1  - 3 7 3

46    4,879   4,804      93

4 7 1 5 , 6 2 4 1 5 , 2 1 6 1  4 0 8

1   1,180 1

300 1      507 1

300      300

300 1     408 1

以 に、健全財政を貫き、基金を坤加したい。

…承認。

(均 国 際書ルチ服部氏より叙勲の4央拶。

lll 東大問題報告。

(均 閉 会の検拶 (相良氏)

昭和46年度の規約改正により、協会としての体質が大

きく変っていくことと思う。今年々頭の理事長i突拶の中

で抱負として述べられたが、個人的所見としても、親性

団体としての協会活動には限界があるので、今後は財団

法人なり社団法人なリヘの社会的位置づけが必要となっ

てくるのではないかと思う。その研究に着手する時機で

あろう。

以上をもって定時総会を終了し、別定において長老三卜吊

氏の子頭で乾杯の上、恐親パーティが行われた。

本寸山 (ゲー

・　
収

一　
度年

50票

49″

45″

43″

42〃

40″

34//

33〃

19//

1 6 / /

1 6 / /

2 9票

28″

4 / /

新理事による理事長五選

丸羊と決定

新理事長挨拶 (福H氏 )

ベストをぺしたいので、協力をして欲1ンい0協 会の各

(|う

文化厚生委員会だより

オ 1回ゴルフコンペ開かる

72会誕生以来待望のオ 1回 ヨンペが4月28日伊豆の天城

CCに 於て開催された、当日は今シーズン最高の気候に恵

まれ、天城の出|千戦もキにならずブレーを楽しみ親腋にも

大いに役立 った。

昼食前に1ラウンド終り1ス トロークを争う熱戦が展開

された。激斗27合の末入賞者は下記の通りでした。

優勝尾崎 (仲興通商)2位 村山 (ゲーテ)3位 上杉 (U

PS)あ いにく連休前の月末とあって参加者8名 と少なか

った事は残念であり、出場を断念された方々に申訳ない次

オ。次回は6月中旬の予定です。奮って多数の御参加を理

みます。
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明治初年の医学苫・原きと訳本

早矢イ|:有的という珍らしい四:名のイiい1拘法医が、イ【木安

政唄に江戸のPf国薬研堀で開業していた。右的は天保八年

人月 (1837)美洪国武侠科t(今 、岐中県)11賀 村 に ′Lれ

た。11の医師山|11籾‖長の子で、産れる十けすでに父り‖長は死

亡していて、符1父早欠仕才兵作Fに母とともに主なわれた。

長じて、父の志をつぎ、医家たらんとして、大垣に出で、

次いで名古屋において医学を修業した。11古州;して開業した

のは18才と伝えられる。

23才のとき,1:屋高析半木の核助と堤めによって、 llに医

道を進歩させるために江戸に出る。安政年間のことであっ

た。両国附近に開業レことなり、かたわら、関学に坪井信道

の門に入 り研繁に努めた。有的は更に、開国後の学 1増の動

向、社会の進展のさまを見きわめて英学に進む こ と とな

る。

か くて、慶応三年 (1867)二月福沢諭十の弘に入rlする

次オとなった。福沢は天保■年 (1834)の生れ、早矢仕は

三才年 ドの同八年!|:れであるから、師弟とい うよりは同時

代人としての認識のもとに、心と心のおぅれ合いが最 も緊密

であった模様である。近年有的が
″
福沢|li研R″の一峰と称

えられる所以である。

世応四年様林体制はあ!れて、明治新制の世となった。年

矢仕は、新たに西洋文明への窓日となった横浜に移り、に

妹のかたわら、 Htl業の道に入るWi備をしていた。

福ll kが再三のアメリカ ・ヨーロッパ渡航中の見聞と洋碧

を読過しての経済知識で、西洋式組織の実業を具体化しよ

こ「千

うとして当らしめたのが、lrりt仕を創業者とした九屋前イi

すなわち、今の九善の発足であった。目的とす るところ

は、西政の文明、学|1可知識をあが円への移植に資するため

の子イ物IF]iの輸入版花であった。従って、洋書の輸入を主と

する態勢となったのである。文献にともなって医薬品、医

妹器械の類、その他内洋の服飾打f貨、文ぅデ具などに及んだ

のであった。

一方また嗣1訳苦の出l lk、) 人ヽの孝作にして新らしき学術

・産業の1■進に資する書物牛はi性歩的にとりあげて白社出

版をし始めた。明治二年 (1869)横浜に開店、翌年束京に

支庁iを開く、すなわち11本橋の現在地の一I的であった。

ここでは九善社史を書くつもりはないのでこの辺で行‖作

するとして、有的は江戸をづ|き払って横浜に移 るに際し

て、それまで川r医者として比政的には家先も多かったが、

それをことごとく友人乗田lll r｀rttlHllに引糾いで貰った。

柔田は天保七年武サ|1高距子」;の生れ(1鶴6～1905)。長じて

江戸に出て坪井信道等につき1打学を修めた。早矢仕有的と

同門である。早欠イ|:の開業 に後れ ること二年余文久二

年 (1862)日本橋住古町に開業した。乗111は学力高く、当

時すでにオランダ医学ユ|の間1訳「コレラ病補」などを出版

している程であるが、友人有的と同 じくのち英学に転じ

た。縦新後は官レことなり、新設病院の医官、文に文部省所

嘱、兵打;省lt医等をlfl任明治六年1li医下となった人,(そ

の後は省‖杵する)

この表「11が明治三年英書のWll訳キ 「袖珍薬説」初中下編

木
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苺ぬ 志苺

二部を書いている。出版元は九屋キ し、 11城屋佐兵作「、内

村瓜利助三車「の共同出版であ る。三二者共に 日本橋にあっ

た.丸 屋善とは町1欠イ|:有的の替名といってもよい。友人の

間1訳医どの出版をづ|き受けたが、聞業そ うそ うの力不足

か、あるいは先社版元に仁表立てをしたのかは、今と

なっては祭 しようもない。ともI均この本 「和|げ少来耐[J

初版は単独出版ではないが丸洋の出版物オ ー4号 であ

る。原著者はな絶氏(ウエーゼス)苦名は 「ポケット・

ドース ・プウック」 ・千八十イ六十六年刊行の書、と序

文に書かれてヽヽる。 按 ずるに Joseph H Wythesの

Pocket Dose Book 1866年アメリカ版であろう。木版

ナ1打7刷 り 1行夕王、 本口移交じ美Iを学生載半」(172× 12 3cm)

で、初llB九八丁、可i八=」 、 ドー〇=丁 あ リーー 1民類とし

ては倍数となる。

なお序文には
″
医家単中分最考なり、けだしその載する

所申ら薬局日用の諸製剤ならびに芋根木!えf亡実‖岳油よりili

魚政部 1物鉱隅に至るまで氏来に供すべき!『i物は毎混!その

般量を挙げ併て製法性能主治禁忘守を配ダけし  ク  と あ

り、本書の内容を明らかにしている。死に登を計る指導に

は、米1う秤量の大を附しポンド・オンス ・ガロン守の火略

の説明をなし、茶打ヽテーヨップ、酒品ワインガラス、食匙

テーブルスプーン、茶 _Lテースプーンと不11名に洋称を添文_

ているなど、言1掃!‐ツにヽ市心のあとが うかがえるJ(

杵である.な 十ざ本書は改干丁を力||え_て|けltt LI午iIくま

で行'サ1た胆様である。 「求訪tJに 就いては■ くべき

こと,更 に多いがこの辺でとどめる。

乗田後,可えは明治五年に 「内「ll要」[1+i巻 を 出

し、これまた,ムく前まれ刑ナ||されたこともどき添えて

おかねばならない。この書も版元は前記丸屋 ・lil城屋

・鳥本J屋の三者)(同である。木版和紙月
'Ftti刷
り各」
‐

行、和絞じ、ウをガ【半t支半」 (18×12 3cm)十
一一編二に る。

各巻三●～四五丁(総数約1700京)桑 illのサ)し仰|には ″原書

はアメリヵ ・ベンシルウエニア) 大ヽ学校健全学教頭兼内小|

助教ヘソリー ・′ヽルツホールン1〔の著述にして一八六九年

改|にせし所の労′二版に係る。すなわち原本は内↑総諭兼治

味法と題して共初めに提要、原病学、徴候学、一般砿て法及

び諸病の分類を技せて、  次 に各病のは理及び味法を論

して  ″  と あ る。 古 ヽヽ書日を調べて著者名は Henry

Hartshornc と判 ったが、原!!1名は|1仁定では
“Essentials

of thc Principle alld Practice of MedicineⅢ 2nd ed ,

1 8 6 9  てはぁるまいかとは うが、彼我の文章を比考しない

限り脚i定はくだせない。このキの解題は後日原本を探し得

てのちを〕明すこととして今回はこ才1て筆を‖判く。
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海 外 ニ ュ
ー ス

「ス イ ス の 出 版 統 計」

スイスの1971年の出版統計が
“Der Schweizer Buchhandel'の3月15日号に発表されている。これによれば、スイ

スの1971年の総出版点数は、前年より349点減少し、 6,087点にとどまった。小訪3の260点減少、医学の61点減少、経

済 ,法律の各30点前後の減少が日立っている。地理やFl■史の分野は増えているが、全体をカバーするにいたらなかった。

輸出入の数字も同時に発表されているが、輸入が 180,324,161スイス・フランで約10%の伸びであるのに対し、輸出は

187,521,991スィス・フランで20%の大幅増を示した。 ス イスの輸出物としては、 チ ーズやチョヨレートなどが知られて

いるが、1971年の輸出額はチーズが276,395,518スィス・フラン、チョヨレートが 103,403,943スィス・フランであるか

ら、予;鮮の輸出額はこれらをはるかにしのいでいる。(SChWeizer Buchhandel,3月15日号より)

「V L B の 補 巻」

昨年はじめて刊行された ドイツの 「ブックス・イン・プリント」VLBは 、今春補巻が出されることになっていたが、

編集の都合により今回は中止されることになった。収録さるべき点数が17,000点しか集まらなかったことと、何度か締切

紹 介 |

光 洋 書 株 式 会 社

エ ネ ル ギ ー 問 題 に 取 組 む

洋書輸入業者が、営業活動を続ける11での重要なポイントは、1,資本 2.!市場の問題 3経 験 4.人材及ひ労務管

理等々、この辺までは一般の企業と何等変りはないが、特に専門化といういになると、我々同業者にとって重要な要

素を持ってくるのではないだろうか。この点から船光洋書は専門化されたなかでも更にユニークな専門店として紹介

する価値が出てくる。代表取締役の吉兼氏は1950年以来、い海外出版貿易で洋書の仕事にたづさあって来られたとい

うから、その時代から現在の専門店としての道を歩みはじめられたといっても過言ではない。

1965年スタッフ三名と共に独立、い海外出版時代から痛感していた、エネルギー問題、つまり花F油問題についての

資料提供の必要性に立って、その分野での活躍をはじめられた。当時は燃料革命の流れから考え、これからはエネル

ギー1町題が日本経済を左右する重要課題であり、世界石油資本の手を通じての輸入原料加工精製では遠からず行詰る

ことは必至と見られていた時期でもあった。1968年頃は中央の石油問題が世界的に波紋を投げかけ、政府も新く燃料

の長期定定供給の必要性を認め、その艇子入れにより石油開発会社も増え、従ってその為の文献資料の需用も以来増

jlRしつつあるとのことである。今後は原油開発～輸送 (タンカー、パイプライン)～ 粘製～販売に関連する一連の経

済問題、技術資料等の特異な専門店たるべく努力して行きたいが、これ以上大きくもならなければ小さくもならない

でしょうと吉兼氏は訴そんして語られたが、これからも同社の、時代の将来を見通した堅実な歩みを続けられ発展さ

れることを期待したい。

1 会 員
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りを//T期したため、1972年版の本体の出版時サ朝ときわめて接近してしまったためである。補巻用にエントリーされたタイ

トルは、すべて1972年版本体に収録されることになった。なお、本体の出版は、フランクフルトの国際き籍展と同時期に

予定されている。(BbrSenblatt西狙(版、4月18日号より)

「ガブラーがベルテルスマンの経済書 を継 水」

西ドイツのヴィースバーデンの経営学中t門の出版社 Der Bethebswirtschaftlicher Vedag Dr.Th.Gablerは、昨年

Bertersmann出版グループと取り変わした協業協定にもとづいて、ベノL,テルスマンの傘下の Bertersmann―Fach―

Verlagと Univerdtatsvedagの経済書全点 (現在企画中のものや再版を含む)と 、同じく雑誌
“Praxis des KauF―

manns''を、同グループから引き継ぐことになった。(B6rsenblatt西独版、4月18日号より)

「化 学 と 物 理 の 合 同」

西ドイツのヴァインハイムの Veriag Chemieは、 ドイツ物理学会と共同で、モスバッハの Physik Veriagの多数株

をづ1受けた。これにより、Physik Verlagはヴァインハイムに下夕り、Verlag Chemieはその共同経営に当ることになっ

た。化学と物理が、文
′
1通リーつ屋根の下に入ることになったわけである。(BbrSenblatt西独版、4月 5日号より)

― 紀 伊 園 屋 書 店 提 供―

ニ ュ ー ス

● 米国 A c a d e m i c  P .のP r e s i d e n t , M r . W a l t e r  J .」O h n S O nとv i C e  P r e s i d e n tのM r . J K . B u r g e s s , 4月中旬来日。

● 米 F I  U n i V . P r e s s  o f  H a w a t iのS e l e s  M a n a g e r  M r . N o r m a n  J . W t t g h t , 4月中旬来日。

● 米 国 G o r d o n  a n d  B r e a c h  S c i e n c c  P u b  l n c ,のM r . M a r t t n  B  G o r d o n , 4月下句来日。

● 英 国 Edward Arnold(PubliShers)Ltd,の Chairman and Managing Directorの Mr.Anthony Hanilton, 5

月 li旬来日。

降 員紹介 |―十一十一―一―一―――

附 東 亜 ブ ッ ク エ キ ス ポ ー ト

創立1966年以来学術雑誌バックナンバーの専門商社として現在に4る 。外国雑誌バックナンバーの輸入国内ll」k売は

無論のこと、和雑誌バックナンバーの向輸出も手掛けている。輸出60%、輸入40%が現在の営業比■。古書会館の立

地条件を生かし、在庫中心の販売及び図書nlで希現する欠号補充にも積極的に活動する。 」 apanese JOurnal of

Pharmacology,Japanese 」ourna1 0f MIicrobiology, 巾Iathematical Journal of Okayama University,Endocri―

nologica JapOnica等のリプリントも行う。平均年令25才の若きスタッフなれど、バックナンバーだけの販売に終ら

ず出版等の方面にも意欲的に活躍したい。

- 9 -



通 関 統 計

外国安易概'ケ亡(大蔵省関税局編、日本関税協会発行)

1972年1月号所載。

書籍 ・新聞 ・雑誌の輸入額。

420 pp 、 vith gigs 1971                  ¥9,180

Calli The Liver,International Academy of

Pathology Monograph No 13

6月 出版予定

Goodgold, J: Electrodiagnosis of Neuromuscular

Diseases

300 pp 76 figs 1972

医 歯 薬 出 版 仰

1昭和47年 1月

昭和46年 1月

前年比

s2,243,000

sl,328,000

169%

,々6,480

短夢 944-3131

(註)1・此の統計は、CIF価 格で 7万 2千円以下の少

額貨物は含まれない。

2.昭 和47年1月より、郵使による通関分を含むよ

うになったため前年比が急激に上昇している。

総 代 理 店 ご 案 内

次の通 り日本総代理店の案内がございました。お手許の

Agent Listにご記入願います。

船 医 学 書 陸 廷雰 814-5931

Harvey W111ler NIedcalf Ltd

Curran,R C i Co13ur Atlas of Histopathology

103 pp 780 color plates 2nd ed. 1972    ¥5,920

S.Karger AG

Frontiers of Hormone Research Vol l;

ThyrotrOphin Releasing Hormone

( H a l l , R  e t  a l . )

196 pp。 134 figs 1972                   ¥5,860

Lea&Febiger

Winsor, T: Primer of ヽアectorcardiography

307 pp 、vith figs 1972                   ¥5,040

Little,Brown&Co

Lagos,」.C:Differential Diagnosis in Pediatric

Neurology.

346 pp with figs. 1971                  ¥4,860

The C V.MIosby Co

Smith, C H.: Blood Diseases in lnfancy and

Childhood.

992 pp`with ngs 3rd ed.19729月 出版予定

約 ¥11,700

Springer Verlag

van Buren,J M.&Richter, H i Variations and

Connections of the IIuman Thalamus

2 parts. 469 pp. 285 figs 1972        承 91r71,300

5月 出版予定    予 約価約 ¥64,170(6月 30日迄 )

The Williams & Wilkins CO

Brinkhous,K.巾 I.et al:The Platelet;International

Academy of Pathology 巾 Ionograph No ll

The C V.Mosby Company

Sassounii Orthodontics in Dental Practice,

573 pp l,101 11lus. 1971                 ¥9,800

Sicher&Bhaskar:Orban's Oral Histology and

EInbryology, 393 pp 480 11lus. 4 in color.

7th ed 1972

Churchil1/Livingstone

1ヽ5,580

Lucasi Patho10gy of Tumours of the Oral

Tissues, 400 pp. 123 illus. 2nd ed. 1972   ¥7,210

Karger

Schroeder& Listgarten: NIonographs in

Developmental B101ogy,vol,2; Fine Structure

of the Developing Epithelial Attachment of

Human Teeth, 134 pp 40 figs. 2 tables. 1971

吾ヽ5,060

Quintessenz

Drunl:Imagines Demonstrandae,80 pp.

239 figs in full color.                  ¥22,400

い 紀 伊 困 屋 書 店      8 3 5 4 - 0 1 3 1

Longmans,GrOup Ltd.,U.K

R Quirk,S Greenbaum,G.Leech and

J . S v a r t v i k 一A  G r a m m e r  o f  C o n t t m p o r a r y

English. 1,120 p. 1972                  ¥lo,o00

九   善    船        8272-7211

Place Jean―■liChel et Vasseur ―

Bibliographie des Revues et Journaux Littこraire

des XIXe et XXe Siёcles ca 20 volumes

(Editions de la Chronique des Lettres

Francaises,Paris)

Fishbein,L.―

Chromatography of Environmental Hazards

3 Vols.

(Elsevier,Amsterdam)  ca¥16,000 per v01

仰 高  江  堂 を, 811-7234

Ne、v Developments in Electromyography and

Clinical Neurophysiolo8y(PrOceedings of the

4th lnterllational Congress on Electromyography,

Brussels,Sept 1971) (in 3 Vols.)

edited by J.E Desmedt

- 10 -



1972

(S.Karger.Basel)

The Upper Cervical Spine

by D von Torklus & WV.

1972

(Georg Thieme Veriag,

Bone Tumors,4th ed.

by Louis Lichtenstein

1 9 7 2 4月 発行予定

(The C V.MOSby Co。 ,

船  ト  ッ  タミ ン

ca ¥31,500

Gehle

1ヽ5,170

Stuttgart)

ca. ¥7,740

St.Louis)

を雰 833-2111

International Dictionary of Building Construction:

English―French― German― Italian

edited by Angelo Cagnacci Schwicker

Published by Technoprint lnternational,

W11lano,Italy

1280 pp 1972                          ¥14,400

The Principles of Polination Ecology,2nd ed

by Fraegri,K.&van der Pijl,L.

Published by Pergamon Press

Piant巾 Fetabolism,2nd ed

by Street,H E &Cockburn,ヽ V.

Published by Pergamon Press

い タ トル 商 会 電〕811-7106

The Grzimeks Animal Life Encyclopedia,13 Volumes

Edited by the 、vinner of the Colden Medal

of the Worid Wildlife Fund

Special subscription price     ¥117,000 per set

Regular list price 140,400. per set

( L i t t o n  E d u c a t i o n a l  P u b = V a n  N o s t l a n d  R e i n h o l d )

Publication Schedule:

Vol 10(MammalS)-1～ April  1972

Vol.13(MammalS)-4～ May  1972

Vo1 7(Brds) _1～ 」une  1972

Vol.8(BirdS) -2～ July  1972

Vol.11(Mammals)-2～ August 1972

Vol.9(BirdS)  -3～ October 1972

Vols.1(Lower Animals)3,(Mollusks)

4,(Fishes-1)&5,(Fishes-2)～ 1973

Vols.2,(lnseCtS)6,(Reptiles)&

12,(Mammals 3)～ 1974

「なお、本年 6月 15日までにお受けする御注文は予約特

別価格で、それ以降は、List priceでお願い致 しますの

でお早めの、御注文をお奨め申上げます。

訂 正 記 事

洋書輸入協会 報々 V01.6 No.4(昭和47年4月号)の 理

事会報告の中に、有限会社国際出版貿易商会が正会員とし

て入会申込審議せられているようになっていますが、これ

は準会員としての審議の間違いですので、御詫びと共に訂

正させて頂きます。(会報委員会)

- 11 -

会 員 の 横 顔

関 束 書 鮎 い

高 木  公

昭和 6年、満州事変

の際、高木さんは現役

で海倫にいた。束支鉄

道 (後の満鉄)先 端の

最前線である 。当時鉄

道の管理は,シ ア人が

担当し、労働者は満人

であった。駐屯中に聞

き覚えたロシア語と満州‖語を、高木さんは亥‖明にノー

トし、持っていた手帳は一寸した日・豚 ・満三ケ国語

辞典となった。この辺やはり丸善学校の出身者であ

るoそ して後年、九善新京出張所に在任中、現地7J集

を受け間もなく終戦。そしてシペリヤでの抑留生活が

始まった時、十数年前に覚えた片言のロシア語が大い

に役立つことになる。炭抗での労務だったが、抗内で

働かなくて済んだのも、 「お前の長靴ハラショー」て

なことを兵隊に話しかけることが出来た功徳ではなか

ったらうか。

明治42年福島の生れ。少年時代から酒をたしなむ。

といっても大っびらに飲めるわけがない。父上が神主

で、その晩酌を買いに高木少年が酒屋に行くと、神職

えの畏彼の表れとして余分に量りこんでくれる。その

オマケを家に帰るまでに少年が頂戴するという次オ。

震災の翌年九常に入り、兵隊にゆく時送別会で大いに

飲み、八木さん (現、九洋本の図書館長)に 護国寺ま

で送ってもらったが後は前後不党。基地の中で寝てい

るのを暁がた交番のお巡りさんが見つけてくれ、家ま

で送りと けゞてくれた、とか。とにかくお酒にまつあ

る高木さんの愉快な話はきりがない。

丸善在職40年、その問20年は支店勤務。なぜ俺ばか

り地方にとばされるのか、と不 r`に思ったこともある

が、自営してからその経験が大変役に立ったという。

旅行が好きで、謡lhは30年来研鎌を積み、又俳句は

富安風生の門で、俳号を近江という。高木さんの名は

オオミと読むのだが、誰もそう呼んでくれないのでせ

めて俳号だけでも、とつけた名だそうだ。とにかくい

つ迄も元気で、後輩の指導に当ってもらいたい人の一

人である。(自宅 :杉並区H前 22123)



拝啓 深 緑の季節を迎え、みなさまのお仕事 もますますご発展されている

こととおよろこび中し上げます。

私は 3月 10日付で10年間勤務 した日本プツンティス ・ホール株式会社を退

社いたしました。在職中は公私にわたりご指導下さり木当にありがとうござ

いました。ご挨拶が遅れましたが′心からお礼を申し上げます。

大変未熟ではあ りますが、今 までの経験 を基礎に 5)」111か ら有限会社

オークラ ・サイエンスの名称で Life Scienceを主体 としたビジネスを開始

することになりました。幸運にも米国医学出版社の名門で 180年 をこえる歴

史をもつ Lea&Febigerと J.B.Lippincott Compa■y両 社の出版物 (医
・

歯 ・薬 ・看護学と関連分野の原書と版権)を 日本 と極東地区で代表 しプロモ

ー トすることにな りました。

小さなオフィスてはありますが、下記の場所にこの両社の新刊見本書を展

示 し資料も準備 してお りますので、どうぞお気軽にお立寄 り下さいますよう

お待ちいたしてお ります。

これまで以上のご指導とお力添えがいただけますようどうぞよろしくお願い

申し上げます。

敬 具

〈略  図 〉

1972年 5)11日

~it

,■t

「
|

有限会社オークラ・サイエンス

束京都千代田区三崎町 3丁 目6番 15号東和ビル

o10 1  電 話 :東 京 (03 ) 2 6 4 - 3 9 8 0

昭雅拓
一

大

昭和47年 5月   通 巻第61号  洋 書輸入協会 編集者

① 103 東京都中央区日本橋江戸橋 1-15-5藍 沢ビル302号室

5530 関  西  支  部   大 阪市北区芝田町28 第一山中ビル

寺 久 保
一 重

種野 271--6901

種〕 371--5329
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